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滑川市「科学の時間」
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滑川市教育委員会

〒936‐ 8601富山県滑川市寺家町 104番地 L(076)475-2111
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◎  Ⅲものづくり滑川・'の将来を支える人材の育成
◎ 体験的な活動等を重視した主体的、対話的、能動的な学びの展開
◎ 豊かな自然を活用した学習により、15ヽるさと滑川を愛する心の育成

特別の教育課程を設け、小学校・ 中学校9年間の一員した教育として実施しています。
※ 小 。中学● 1こ おける一員した教育として実施する|う別の教育課程は、学後の設置者 (滑川市)の判断
て実

'“

が可芦ことなっています (文 8」科学省)

◇ 特別に設ける教育課程の名称は、「科学の時間」です。
年間の授業時数は、表のとおりです . (▲は「科学の時間」とする時数)

:,5

35

従来の教科の授業時数の一部を「科学の時間」に充てます。

学習指導要領に定められている内容は、すべて学習します。

・「科学の時間」の学習の中で扱うか、その教科の授業の中で学習します。

小・中学校9年間の一員した教育とするために、組織を設け、協議します。

「滑川市理数教育推進協議会」により、取組に対する意見を各方面からいただきます。

中学校区ことに小中合同のグルーフを組織し、連携します。

滑川学園=滑川中、寺家小、口中小、南部小、西部小

早月学園=早月中、東部小、北加積小、東加積小

・ 9年間の系統的な学習とするための協議を行います。

・各学校の取組についての情報交換を行い、より効果的な取組|こ していきます。

・学校ことの活動について、同じ力が育つように調整します.

「 lr"II「 || ′ッllt,k

|〔 ■|14″く

′卜Flヽ 2`:

|`||
ム
ーー給

|マ 堆11サなをえてる教科と||十数

● ●,,ki″メ|!千1

▲■3 ▲ 」

▲ () ▲ 2〈 |

▲ 10

▲ 5

▲ 1(| ▲」|| ▲ 5

・ 観察・実験・ 実ど 。ものづくり等の体験的な,あ勁
2 問顧解決的な字と、探究的な学苫
3 発展的な学き、天1識を深める学習
4 各教｀の人容を合和的・ 横断鉤・総合的に扱う字習
5 教｀費て重複している内容をまとめて

"実
的に行う亨習

●

学習の内容

滑川市「科学の時間」

目 09

実施の形膠
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小学 3～ (,年

中学 1ヽ 3年
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小・中学校9年間を員くための指3+と して「自然科学」「飼育・栽培」「ものつくり」「知識を
深める学習・探究的な学習」の4つの柱を設けて取り組んていきます。これらの活動は、地域
の自然や教育資源を活用し、地域の人々の支援を受けて進めていきます。

この中で賠われた力は、子供たちの将来に役立つ力となり、滑川を支えていく人材が育って

いくことを期待しています .
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地域や人からの学び・支援
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飼青・栽培自然観察 ものづくり
知識を深める活動
探究的な活動
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科学の時間に係る主な教育環境整備

小・ 中学校 9年間の学びと育てる力
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科学・理数・ものづくり教育の推進

著名な科学者の講演会
.教 員向(■一般市民向け |

市教育センターの支援
崚楽研究.教材開発.研修会,

観光遊覧船「きらりん」乗船体験

市立図書館.子ども図
=館との連携

市立博物館との連携

ケーブルTV(Net3.

ほたるいかミュージアム

滑川工場倶楽部
t企業見学・出前講座等

富山県機電工薬会
.1:iF=企 撃見=輸 ″薔女'=

学び田準

`ヽ
,01人 '.ア ,,サ イエレス
1体験型授業 .

北陸職来能力開発大学校
1出前講座 |

林恵彰先生

、親子ものつくり体験散室

きらめきエンジニア事業
、県商工企画課 )

―,1立 山黒割フオハーク

“

会

富山県水産研究所

滑川高校

富山県総合教育センター

東部教育事務所

とやま科学オリンビックヘの多加

魚津水旗館

埋没林博物館

黒都市吉田科学館
YKKセンターハーク

富山市科学博物館

富山市ファミリーハーク

立山カルデう砂防博物館

富山県中央植物日

富山大学
富山県立大学

フオンサマグナミュージアム

、糸魚川市,

ワンダーラボ

i( ‐' . ・   
‐ ・ `ヽ‐

理数教育推進協議会

全体委員会.学園別委員会
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氏.1■会 日常の取組

理科.算 数・数学の授業研究

動植物の飼育.蔵培,舌動

学校周辺・地域の自然観察

ヽ

■■■■

↓
科学の甲子園ジュニア

富山県代表チームの一員ベ

大学・高校のイベントヘの参加

オーフンセミナー

オーフンハイスクール

SSH小 中育成セミナー

生皇ユΩ菫餞!壺赳■

■盤

ものづくりへの関lLⅢ意欲

探究的な活動・

lo,題解決的な活動を行うカ

地域の自然への関心と愛着

家庭・地域の幸福を考える心

は未夫 未来はことも|

校内研修の充実・活性化

滑川市の支援 地車の企■ ,市 資源等との連鷹

県教委の支援 子供たちのカ

近隣地域の教育資源等の活用

科学への興味・関心

:｀

子供たちの将来

ものづくり滑川への貢献

t地域の発展 ,

地域の環境・自然の保護
.地域への愛情 ,

科学分野の研究・開発

国内外での活躍 .

次世代の人材の育成
(産案・行政・教育 ,

子供第一主義の経承


